
令和４年度　施政方針

11 広報きたあきた　2022.3.1 10広報きたあきた　2022.3.1

●
生
活
道
路
の
側
溝
、
舗
装
、
交
通
安
全
施
設

の
維
持
工
事
を
計
画
的
に
行
う
ほ
か
、
崩
落

危
険
箇
所
等
の
改
良
工
事
に
よ
り
適
正
な
維

持
管
理
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

●
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
、
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
等
の
予
防
保
全
的
な
修
繕
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

●
主
要
道
路
や
河
川
の
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

と
河
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
等
を
行
い
、
災
害

の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

●
老
朽
化
し
て
い
る
除
雪
機
械
の
更
新
を
計
画

的
に
進
め
、
自
治
会
や
県
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
安
全
な
通
行
の
確
保
と
「
生
活
を

守
る
除
排
雪
」
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

●
老
朽
管
更
新
工
事
や
管
路
移
設
工
事
な
ど
、

計
画
的
か
つ
効
率
的
な
管
網
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
漏
水
調
査
事
業
で
復
元
漏

水
へ
の
対
応
を
図
り
、
機
械
設
備
等
の
定
期

的
な
点
検
や
巡
視
に
よ
り
必
要
に
応
じ
た
措

置
を
講
じ
、
適
正
な
維
持
管
理
で
水
道
水
の

安
定
供
給
と
有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
水
道
事
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
と
共
有

し
、
将
来
課
題
で
あ
る
「
人
口
減
少
に
伴
う

料
金
収
入
の
減
少
」「
老
朽
施
設
の
更
新
費

用
の
捻
出
」
を
見
据
え
、
水
道
事
業
の
基
盤

強
化
と
持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
に
対
し
て
無

線
連
動
型
住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置
に
補

助
制
度
を
新
設
し
、
戸
別
訪
問
や
防
火
座
談

会
な
ど
で
火
災
予
防
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
防
災
関
係
機
関
や
要
配
慮
者
利
用
施
設
お
よ

び
そ
の
利
用
者
の
参
加
を
得
な
が
ら
避
難
誘

導
等
の
訓
練
を
促
し
、
支
援
に
努
め
ま
す
。

●
自
然
災
害
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
テ
ロ
や
化

学
災
害
に
も
対
応
可
能
な
資
機
材
の
整
備
や
、

よ
り
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
職
員
育
成
と

救
助
対
応
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
消
防
本
部
再
編
計
画
に
つ
い
て
は
、
森
吉
・

合
川
統
合
分
署
新
築
工
事
を
進
め
ま
す
。

●
消
防
団
車
両
の
適
正
配
備
を
図
り
、
技
術
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
年
々
減
少
す
る

消
防
団
員
を
確
保
す
る
た
め
、
報
酬
等
の
見

直
し
な
ど
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
阿
仁
地
区
統
合
学
校
の
整
備
に
向
け
、
現
阿

仁
合
小
学
校
校
舎
を
改
修
す
る
た
め
の
調
査

設
計
業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
は
、
様
々
な
要

因
か
ら
登
校
で
き
な
く
な
っ
た
児
童
・
生
徒

に
対
し
、
学
校
復
帰
に
向
け
た
心
身
の
回
復

を
支
援
し
ま
す
。

●
教
育
留
学
事
業
は
、
本
市
の
豊
か
な
教
育
資

産
や
自
然
環
境
の
す
ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、

関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

●
学
校
給
食
は
、
地
元
生
産
者
と
連
携
を
図
り
、

地
場
産
食
材
の
使
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

保
護
者
や
学
校
と
連
絡
を
密
に
し
て
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安

心
安
全
な
給
食
の
提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

●「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

に
向
け
た
授
業
改
善
を
進
め
、
各
校
の
実
践

や
活
用
の
具
体
例
を
情
報
共
有
し
、
個
別
最

適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
各
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効

果
的
な
活
用
に
よ
る
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

●
道
徳
教
育
の
充
実
や
、
一
人
一
人
が
活
躍
す

る
場
や
他
者
か
ら
認
め
ら
れ
る
場
の
工
夫
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
生
か
し

た
指
導
の
工
夫
に
よ
り
、
自
尊
感
情
や
自
己

有
用
感
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
い

じ
め
・
不
登
校
・
問
題
行
動
の
未
然
防
止
お

よ
び
早
期
発
見
・
即
時
対
応
に
努
め
ま
す
。

●
総
合
学
習
補
助
事
業
や
郷
土
資
料
集
「
き
ら

り
☆
き
た
あ
き
た
」
の
活
用
、
地
域
人
材
・

地
域
素
材
を
活
用
し
た
学
び
の
場
づ
く
り
・

絆
づ
く
り
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
へ
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
阿
仁
合
小
学
校
・
大
阿
仁
小
学
校
・
阿
仁
中

学
校
は
、
閉
校
に
向
け
た
学
校
行
事
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
統
合
校
の
開
校
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●「
ふ
る
さ
と
に
学
び
、
文
化
を
は
ぐ
く
み
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
、「
学
び
」「
子
ど
も
」「
地
域

づ
く
り
」「
芸
術
文
化
」「
文
化
財
」
の
５
つ

の
分
野
で
基
本
方
針
と
重
点
目
標
を
掲
げ
、

具
体
的
な
事
業
の
展
開
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
学
習
機
会
の
提
供
や
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
活
動
支
援
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、
読
書

を
通
し
た
多
様
な
学
習
活
動
な
ど
、
学
び
の

機
会
の
提
供
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
教
育
や
自
然
体
験
活
動
支
援
、
家

庭
教
育
支
援
の
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

地
域
学
校
協
働
活
動
を
通
じ
て
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
改
築
中
の
合
川
公
民
館
は
、
４
月
24
日
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
お
り
、
市
民
に
親
し

ま
れ
、
安
心
し
て
集
え
る
地
域
の
拠
点
機
能

を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

●
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
伊
勢
堂
岱
遺

跡
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
関
係
団
体

と
よ
り
一
層
連
携
し
、
適
切
な
保
存
や
魅
力

あ
る
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
情

報
の
発
信
に
努
め
ま
す
。地
域
に
残
る
有
形
・

無
形
文
化
財
も
、
そ
の
価
値
を
共
有
で
き
る

よ
う
、
保
存
・
継
承
に
取
り
組
み
ま
す
。

●「
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、

３
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

●
安
心
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
提
供
す
る
た

め
、
施
設
・
設
備
の
適
切
な
維
持
管
理
と
器

具
・
用
具
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
大
学
や
実
業
団
等
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

や
押
尾
川
親
方
に
よ
る
相
撲
教
室
な
ど
を
開

催
し
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ
機
会

の
提
供
に
取
り
組
む
と
と
も
に
児
童
・
生
徒

の
全
国
大
会
等
の
大
会
出
場
へ
支
援
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
課

　
生
涯
学
習
課

　
消
防
本
部

　
水
道
課

　
水
道
課

　
建
設
課

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

3 月定例会

行 政 報 告
　
令
和
４
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例

会
は
２
月
９
日
か
ら
25
日
ま
で
の
会
期

で
開
催
。
初
日
に
は
施
政
方
針
、
行
政

報
告
、
会
派
代
表
質
問
、
10
日
は
上
程

さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
14
日
と

15
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

16
日
か
ら
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
審
査
と
な
り
、
最
終
日
は
委
員

長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
な
ど
が

行
わ
れ
結
審
し
ま
し
た
。
行
政
報
告
の

主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総 

務 

部

■ 

総
務
課
関
係

　
職
員
採
用
試
験
（
後
期
）
は
、
大
学

卒
程
度
一
般
行
政
21
人
、
建
築
・
土
木

０
人
、
学
芸
員
１
人
、
消
防
吏
員
26
人

の
応
募
が
あ
り
、
１
月
９
日
に
大
学
卒

程
度
一
般
行
政
お
よ
び
学
芸
員
、
１
月

15
日
に
消
防
吏
員
の
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

は
、
全
国
的
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る

感
染
が
急
速
に
増
加
し
、
県
内
で
の
新

規
感
染
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
へ
の
基
本
的
な
感
染
対
策

の
徹
底
や
感
染
リ
ス
ク
の
回
避
を
呼
び

か
け
る
な
ど
感
染
拡
大
防
止
の
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

総
合
政
策
課
関
係

　
12
月
12
日
に
『
地
域
づ
く
り
・
活
性

化
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
と
語
る
北
秋

田
市
』を
テ
ー
マ
に「
市
長
と
語
ろ
う
！

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
12
月
30
日
に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
鷹
巣
で

「
就
職
・Ａ
タ
ー
ン
相
談
会
」
を
開
催
し
、

ま
た
「
出
張
！
北
秋
田
市
な
ん
で
も
結

婚
相
談
所
」
も
併
設
し
行
い
ま
し
た
。

■ 

内
陸
線
再
生
支
援
室
関
係

　
12
月
８
日
に
縄
文
小
ケ
田
駅
前
の
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
で
収
穫
し
た
「
お
米
試
食

会
」
が
清
鷹
小
学
校
で
開
か
れ
、
５
年

生
が
収
穫
し
た
あ
き
た
こ
ま
ち
の
試
食

と
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
提
案
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
企
画
列
車「
笑
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ダ
イ
ニ
ン
グ
」

「
利
き
酒
列
車
」「
ご
っ
つ
お
玉
手
箱
列

車
」
が
好
評
運
行
中
で
す
。
ま
た
、
臨

時
快
速
列
車「
森
吉
山
樹
氷
ラ
イ
ナ
ー
」

が
１
月
８
日
か
ら
２
月
28
日
の
期
間
で

運
行
し
ま
し
た
。

財 

務 

部

■ 

財
政
課
関
係

　
11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
工

事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以
上
）

は
２
件
で
、
契
約
額
２
５
７
１
万
８
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

税
務
課
関
係

　
市
税
収
納
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、

日
中
や
平
日
に
納
税
の
相
談
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
の
夜
間
・
休
日
納
税
相

談
窓
口
を
12
月
16
日
と
19
日
、
24
日
に

開
設
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
部

■ 

生
活
課
関
係

　
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
解
体
撤
去

工
事
は
12
月
28
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
第
３
次
北
秋
田
市
交
通
安
全
計
画
は
、

12
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
「
北
秋
田
市

交
通
安
全
対
策
会
議
」
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
と

防
犯
指
導
隊
連
合
会
の
合
同
に
よ
る
安

全
祈
願
式
お
よ
び
査
閲
式
が
、
１
月
８

日
に
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
地
区
交
通
安
全
祈
願
祭
が
、

１
月
12
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

市
民
課
関
係

　
12
月
末
現
在
の
住
民
登
録
者
数
は
３

万
１
１
２
人
で
、
世
帯
数
は
１
万
３
８

０
９
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
12
月
末
現
在
の

被
保
険
者
数
は
６
４
６
６
人
、
加
入
世

帯
数
は
４
５
２
７
世
帯
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
12
月
末
現
在

の
被
保
険
者
数
は
７
５
７
５
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部

■ 

福
祉
課
関
係

　
令
和
４
年
度
の
保
育
所
等
の
入
所
申

込
状
況
は
、
11
月
末
現
在
で
５
９
１
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阿
仁
保
育
園
に

は
申
込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
北
秋
田
市
障
害
児
通
園
施
設
も
ろ
び

こ
ど
も
園
は
、
旧
鷹
巣
中
央
児
童
館
へ

移
転
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
完
了
し
、

12
月
１
日
よ
り
開
園
し
て
い
ま
す
。

　
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

１
世
帯
あ
た
り
６
０
０
０
円
を
助
成
す

る
暖
房
費
等
助
成
事
業
は
、
１
月
19
日

現
在
で
２
５
３
２
世
帯
に
給
付
し
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業

は
、
12
月
24
日
か
ら
対
象
児
童
３
１
３

４
人
を
養
育
す
る
保
護
者
１
８
１
４
人

へ
給
付
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
生
服
等
の
リ
ユ
ー
ス
無
料
譲
渡

会
」
を
、
１
月
16
日
に
合
川
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

▲「市長と語ろう! タウンミーティング」


